
 

 

 

 

 

６月２４日（月）から始まった坂本っ子の心を見つめる教育週間も後半に入りました。命と
向き合う１週間にしようと、長崎県内の小・中学校で設定されています。 

２４日（月）全校集会 

校長講話を行いました。話した内容は次の２つです。 

① 長崎大水害について 

  原稿を作っていて、ふと、保護者の方々もほとんどが経験している方が少ないことに気 

  付きました。もう４２年も前の話になります。現在、１時間当たりの降水量が１００ｍｍ 

 を超えると、全国ニュースで大雨が報じられますが、長崎大水害の時には長与町で１時間 

当たり１８７ｍｍの雨を記録しました。我が国観測史上最大の記録で、未だこの記録は破 

られていません。バケツをひっくり返したようなといいますが、まさにその通りの雨でし 

た。長崎市内の道路は川と化し、土石流や崖崩れ、床上浸水などが各地で多発しました。 

私が住んでいた東長崎地区では、八郎川の河口付近には、車が何十台もゴロンゴロンと転 

がっていました。家族を亡くした友達も数名いました。もう二度とあのような恐ろしい経 

験はしたくありません。 

 大雨という一言では片づけることができない災害でした。保護者の方にお願いです。ぜ 

ひ、ネットで「長崎大水害」を検索してみてください。子供たちには、クロームブックで 

の動画を見るように、紹介しました。 

② 教育週間の始まりの経緯について 

  ２１年前の駿ちゃん事件、２０年前の大久保小事件が発端になって、「命の大切さ」や 

  「人を思いやることの大切さ」「憧れや将来の志を持つこと」を目的として設定されまし 

  た。昨年度は、駿ちゃん事件の裁判中に、駿ちゃんのお父さんが書いた手紙を読みました。 

  今年は、お母さんが書いた手紙の一部を子供たちに読み上げました。 

２６日（水）被爆体験講話 

  今年度は、永井隆記念館の館長で永井隆先生のお孫さんにあたる、永井徳三郎さんがお話 

 してくださいました。私たちは長崎に生まれ、長崎で育っているからこそ、後世につないで 

 いかなければならないことがあると思います。永井隆先生が残した「如己愛人」の思いを大 

 事にしていきます。 

 

体育館でのお話を、姿勢を崩さず、静かに聞くことができるようになってきました。話の内
容や場の雰囲気など感じ、考えることができるようになってきているのだと思います。 

 

引き渡し訓練について 

２９日（土）には引き渡し訓練を行います。 

引き渡し訓練は、児童が学校にいる間に、地震や大雨などの命を守る行動が必要な自然災害
や近隣で重大事件が発生し、児童だけで下校することができない場合を想定し、保護者へ児童

を迅速に、かつ確実に引き渡しを行うことができるようにするために設定しています。 
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 これだけは覚えてほしいことが３つあります。 

 ① 引き渡しを行うときには、学校からテトルと安全安心メールでお知らせします。 

 ② お知らせを受けた後、学校に電話されても対応できません。 

   命を守る行動を優先して全職員が児童管理、引き渡し準備にかかります。 

 ③ 引き渡しに来れないような状況にあるとき、児童は、保護者の方が来られるまで、安全 

  が確保できる教室もしくは体育館で、校長先生と待機しています。慌てず、保護者の方ご 

自身の安全を確保できる状況になってから、来られて大丈夫です。 

 状況が落ち着いてきたら、引き渡しに来られていない保護者の方へ、学校から電話しま 

す。 

 

  また、登校前に長崎市から「避難指示」が発令された場合には、自宅待機になります。そ 

 の際も、テトルと安全安心メールでお知らせします。 

 

 

坂本小の職員が着ているユニフォーム Tシャツのデザインについて 
 
坂本小学校の今年度のユニフォーム Tシャツの胸に、なぜか「柏餅」がデザインされてい 

ます。何故「柏餅」なのかという質問がありました。 

  左の画像は、坂本小の校章です。坂本の文字の後ろの葉が、実は、 

 カシワの葉です。冬でも葉が落葉せずに枝に残ります。春になって新芽 

が出ると落葉します。そのことから、次代に引き継ぐ縁起の良い木とさ 

れています。 

  現在は、北校舎（職員室

がある方）の玄関前に、平成２
６年に植樹されたカシワの木 

 があります。 

 

 そのような理由で、胸に「柏餅」のデザインが
入っています。 

 

 ここで、私には１つ疑問があります。 

 「なぜ、交渉にカシワの葉？」 

 創立当時、このあたりにカシワの木がたくさん
あったのでしょうか。はたまた、この坂本もしくは江平あたりに有名なカシワの木があったの

でしょうか。 

校章ができた経緯等の記録が一切残っていません。地域にお住いの卒業生の皆様、情報をお
待ちしています。 


